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研究成果の概要（英文）：1. A combination of projection transformation tolerant GPT correlation 
method and multi-scale subwindow search method achieved a high accuracy of area-based object 
detection. 2. Enhanced GAT and GPT correlation methods using weights based on similarity in HOG 
features between corresponding points improved both convergence speed and matching ability. 3. 
Instead of using time-consuming multi-scale subwindow search method, we proposed a high-speed 
technique of search for optimal, initial matching location by means of a combination of sliding 
discrete Fourier transformation and Fourier descriptor of histogram of edge directions. 4. 
Reformulation of GAT and GPT correlation methods so that they should guarantee the L2 norm of 




























ラメータ（アフィン変換では 6個、射影変換では 8個）を山登り法で探索する GAT 相関法（Global 








































(3) 第三の方法として、GAT 相関法および GPT 相関法について、それぞれ変換パラメータに関す
る非線形な最適化問題を段階的に線形近似して、連立一次方程式の解を逐次代入する反復解法
に帰着させていたが、あらためて線形近似の方法を見直して最適解への収束を加速する新規の












い。図 1に、公開データ Graffiti Dataset を用いた実験結果を示す。「全体－部分」間の画像マ
ッチングで高い正規化相互相関値が得られていることが明らかである。 
図 1 GPT 相関法とマルチスケール窓探索法の組合せによる画像マッチング 
(a) テンプレート画像 (b) マッチング画像と相関値 (c) 目標画像 
 





徴（Histogram of Oriented Gradients）に着目した。本研究では特に、マッチングの安定性お
よび計算量抑制の観点から、画像内の各点での濃淡勾配方向を 8方向に量子化して、出現頻度順
に第一および第二の濃淡勾配方向ラベルの組合せのみを取り出して当該点の特徴とした。評価






















することで処理時間を抑制して、後段の変形耐性を有する GAT 相関法ないし GPT 相関法による
高精度な画像マッチングにつなげることが可能となった。 
 













Dataset に適用して評価実験を行った結果、二乗ノルムの保存を厳密に保証した GAT 相関法およ
び GPT 相関法は、それぞれ従来の GAT 相関法および GPT 相関法を明らかに上回る「全体－部分」
間での安定かつ高精度な画像マッチングを実現した。さらに、テンプレート画像にアフィン変換
や射影変換を施して得られる人工画像を目標画像として用いた画像マッチング実験も行った。
以下、二乗ノルムの保存を保証した GAT 相関法（ノルム正規化 GAT 相関法）と、従来手法である
特徴ベースの ORB 法、領域ベースの ECC 法、ノルム正規化なしの GAT 相関法と GPT 相関法の比
較実験結果を示す。図 2 に、実験に用いた画像例を示す。図 3 に、回転角と相関値の関係を示
す。図 4に、射影歪み成分の大きさと相関値の関係を示す。新規提案のノルム正規化 GAT 相関法
の高いマッチング性能と安定性が明らかである。 
(a)              (b)              (c) 
図 2 実験に用いた画像例 
(a) テンプレート画像 (b) 回転と雑音重畳 (c) 射影歪み 
 
図 3 回転角と相関値の関係 
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